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これから 毎月 一 回 あなたに 手紙 を 書こうと 思いた ち 

ました。 今度の 戦争で 愛する夫 君 を 失われ、 また 小さ 

い 二人のお 子さん たちの 将来に ついて 思いな やんで い 

られる あなたから、 いろくな ご 相談 を 受けた 時、 私 

がまず 感じた こと は、 国籍 こそ 日本に あっても、 や は 

リヨ— 口 ツバ 人の 血を享 けた 女性と しての あなたが、 

果して、 これから さき 日本に 止って、 われく と 運命 

を 共に する ことが おできになる か、 という ことでした _ 



日本の 自慢と いう もの は あまりし ない 方です。 その 代 

リ、 異国の 人々 に 日本 を 正しく 理解しても らいたい と 

いう 気持、 もし 美点が あると すれば その美 点と 同様に、 

その 欠点 を も、 表面的な 観察です ぐに 結論 を 下されて 

は 閉口 だ、 という 気持で いっぱいです。 

実は、 われ/ \ 自身が、 自分と いう もの を まだよ く 

知っていない。 誤解 は そこから も 来る のでし ようが、 

私 は、 あなたの ような 方の 疑問 を いくらか 解く ことに 

よって、 自分自身 を もっとよ く 知る ことができ るので 

はない か、 という 期待が 一方に あるく らいです。 

私 は 最近、 連合軍 司令部 当局から 日本の 労働組合に 



対して 発せられた 警告 ほど、 われく に ぴんと来た 警 

告 はなかった ように 思います。 覚えて おいでにな るか 

どうか、 つまり、 日本の 労働組合の 動き そのもの、 な 

かに、 その 精神と はおよ そ 遠い 「封建 性」 が 巣 喰って 

いると いう 事実の 指摘です。 これが 資本家 側に 武器と 

して 利用され なければ ぃゝ がと は 思います が、 たしか 

に、 家族手当 とか、 税金 負担と かの 要求 は、 労働運動 

の 目標と して は 変な もので、 これ は、 最も 進歩的で あ 

るべき はずの 頭脳から 迷 い 出た 封建思想 の 幽霊 で す。 

ところが、 これ は 単に 労働運動に 限らない という こと 

を、 われ/ \ は 深く 反省 させられる のです。 



いえば、 音楽が 日常生活 のなかに 浸み 込み 異性と 触れ 

合う ことが それほど 特別な 意味 を もたぬ ような 習慣が 

身に ついて からなら、 問題 はない の だ。 進歩 は ダンス 

を やる ことのな かに あるので はなく、 その 以前の 生活 

のなかに ある。 現在の われく の 生活と、 ダンス. ホ— 

ル との 間に は、 それ を 飛び越え るのに ちょっと 無理な 

空隙が あるので、 それに 気がつく と、 「尻 ごみ」 をした 

くなる の だが、 一 方、 青年 はも はや 少年に なること も 

できず、 急に、 生活様式 やその 習慣 を 変える こと も 困 

難に ちがいない。 それに は、 ダンスと いう もの をす ベ 

ての 娯楽と おなじく、 健康な 方法で 生活の なかへ 取り 



こと は 是非 やっても らいたい。 

以上の 三つ を 私の 注文と して 出す が、 とにかく、 現 

在の ダンス. ホ— ルは、 あの ま、 で、 あれ だけで は、 

た、 V 青年 を スポイル する 役割し か果し 得ないだろう。 

—— 奥さん、 私の この 答弁 はいか > でしよう か？ 道 

学者の 臭いが します か？ しかし、 私 は、 現に 青年 を 

蝕みつ、 あるの は、 ダンス. ホ— ルに 限らぬ と 信じて 

います。 そして、 それ はしかた がない こと、 思って い 
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ものに は 順序が あると いい ましたが、 私 は、 今の 日 



本が、 これで、 あたり 前の 順序 さえ 踏めば とん/ \拍 

子に 住みい、 土地に なると は 思って いません。 そんな 

考え は 誰も もっていないでしょう。 率直に いえば、 

た、 V、 私 は、 あるひと つの 順序 は、 やはり あると 思い 

ます。 それ は、 一 旦、 どん底へ 落ち こんで、 そこから 

再び 浮び 上って 来る という ことです。 

どん底と は、 もちろん、 民族と しての 最も 不幸な 状 

態 をい うのです。 それまで は、 なまじっかな つっかい 

棒 はなん の 役に も 立ちますまい。 まして、 どんな 力が、 

こ、 まで 来た われ/^ を 上へ 押し あげる ことができる 

でしよう？ 新しい 政治、 新しい 教育、 新しい 宗教、 



が 残って いるか、 という ことです。 どん底に 落ち込む 

こと はも はや 防ぐ わけに は 行くまい と 思います が、 そ 

の 時、 なに かしら、 どこかに、 ちゃんとした 精神の 支 

えと、 われ/^ を 奮い立た せる 原動力の ような ものが 

かき 消されず にある という、 そういう 転落の しかた を 

私 は、 かすかながら、 待ち望んで います。 われく の 

努力 は、 ですから、 そういう もの を、 そういう 時の た 

めに、 蓄積す る 努力に すぎない という こと を、 あなた 

に 特に 申し あげてお きた いのです。 

これで、 あなたの おそらく は 昨今 もちつ、 V けて おら 

れ るに ちが いない 疑問 を ひとつ 解いた ことにな り はし 



ません か？ 日本 はこれ でい、 のか？ という あな 

たの 疑問に、 今日 はじめて、 私の 答 をお 送りし ます I 

I これでよ ろしい のです、 と。 

労働組合の 運動 そのもの のなかに 多分の 「封建 性」 

が みられる ように、 例の 帝 銀 事件 も、 犯罪の 特質 をよ 

く 考えて みると、 日本人の 特殊な 残虐 性と いうよう な 

もので はなく、 むしろ、 「長い ものに まかれる」 一 種の 

事大 的 傾向が あの 悲劇 を もたらし たものと いえ ましよ 

う。 これ はもう 誰し も 認めて いる ことです が、 た、 V そ 

れ をそう 認めて いるもの 自身が、 あれに 似た こと を 無 

意識に やって いないと はいえない。 そこに 一番 大きい 



問題が あるので す。 

あなたがたに は、 非常に 不思議な ことで しょうが、 

日本人ぐ らい 口で 言う ことと、 実際の 行動と が はなれ 

ばなれな 国民はないでしょう。 これ は 必ずしも、 わ 

れ くが 誠実で ない ので はなく、 虚偽 をに くまぬ わけ 

でもない のです が、 悲しい かな、 われ/ \ の 精神 機能 

は 今や 分裂の 危機に のぞみ、 あなた 方の 表現 を かりれ 

ば、 「頭」 と 「心臓」 とが 同一 体内で 別々 の 血液 を 通わ 

せて いると いう 状態な のです。 

この こと を、 一 度、 よく 考えて みて ください。 



ての ほこりと、 協同 社会に つながる 自己の 役割の 認識 

をお いて ほかに ありと は 考えられません。 

そういう 意味から いうと、 新 憲法に うたわれて いる 

「平和主義」 の 観念、 軍備 を 撤廃した 国家の すがたに つ 

いて、 われ/^ はもう すこし 真面目に 考えて みな けれ 

ばなら ぬと 思います。 「平和的」 である こと は、 もちろ 

ん 「侵略」 の 意図な ど を 含まぬ の は 当然です が、 他の 

「侵略」 に対して、 無条件に 身 を 委せる ことで は 断じて 

ない はずです。 国と しての 武装 は 「平和」 の 意志 表示 

として これ を まったく 解いた としても、 国民 は それに 



家庭に おいても、 学校に おいても、 平和的な 日本人 

をつ くると いう 口実の もとに、 卑屈、 怯懦、 因循姑息 

な 日本人 を このうえ つくる 結果に なったら、 まことに、 

新 憲法 の 精神に 添わぬ 教育 だ と 申す ほか はない のです。 

なぜなら、 新 憲法の どの 条項 を みても、 われ/ \ が 

このま、 で いいと いう 条項 は ひとつ もみあたり ません。 

いずれも、 旧い 殻 を 破り、 新しい 土 を 耕し、 茨 を 分け、 

岩壁 を よじ登らなければ 容易に 到達で きない 目標ば か 

リ です。 なるほど、 その 目標が 明らかに 掲げられ たこ 

と は、 既に 大きな 収穫と いっても よいでしょう。 

しかしながら、 事 は それで 終る のではありません。 



できても できなくても、 一歩一歩、 その 目標に 近づく 

努力 だけ はし 続けなくて はならぬ。 そのために は、 な 

によりも われ/ \ の 勇気、 何もの を も 怖れぬ と 同時に、 

何事 を も 容赦せ ぬ 敢為な 気象 を 養わねば ならぬ と 信じ 

ます。 云い かえれば、 己れ のよ しとす ると ころに 向つ 

て 誰 は- V からず 進み、 易き につく こと を もって 恥じと 

する 決意と、 これ を 実行に うつす 衝動の 強さと を、 ま 

ず われわれの ものと しなければ なりません。 

自らた のむ ところな くして、 なんの 「平和」 が あり 

ましょう。 いかなる 文明国と いえ ども、 人民の 幸福 は、 

人民 それ 自身の 手で つくられ るより ほか はない という 



こと を、 この 憲法 は 言葉 をつ くして 教えた もの だと、 

私 は 解して います。 

「解放され た 人間」 の 一個の 具体的な 像 を、 この 東洋 

の 島の 上に つくりあげる 時代 は、 あるいは 百年の 後 か 

も 知れません。 われ/ \ の 人間と しての 歴史 は、 ョ— 

口 ツバ の 十八 世紀 を まだ 迎えて いないと いうと ころに、 

大きな 困難と、 興味と が ある わけです。 

この 手紙 は あなたに 差し あげる ものと して は、 す こ 

し 間口 を ひろげす ぎた きらいが あります。 しかし、 こ 

ういう こと も、 一 応 私の 言葉と して ご 記憶ね がいたい。 



た y 問題 は、 その 運営に ある。 いつの 場合 もそう で 

すが、 名実 相伴わぬ のが 官庁の 仕事で あり、 その 原因 

が どこに あるか。 これ また、 衆目 一致す ると ころです _ 

私 はこ ゝ であな たに それ を 申し あげる 必要 はない と 思 

う。 たゾ 「研究所」 という 名前に 関連して、 私の かね 

て 考えて いる こと をお 話して みたくな りました。 

あなたが 日頃 も つ と も 苦労 を してお いでになる 現在 

の 日本の 混乱した 生活様式の 問題 は、 あなたと はまた 

別な 意味 あいで おそろしく そのために 神経 を 浪費して 

いる われ/ \ の 立場から も、 なんとか 真剣に 考えな け 

れ ばなら ぬのです が、 これ はもう、 個人 生活の 工夫 や 



努力 だけで は 追いつかぬ ところに 問題の 鍵が あるよう 

に 思われます。 そこで、 多分 あなた も 賛成して くださ 

る ものと して、 私 は、 自分で 思いついた 一 つの 案を提 

出して みます。 

それ はつ まリ、 画期的な 幅の ある 「研究所」 をまず 

作って、 そこで、 将来の 日本人が どんな 生活様式 を 採 

用す る ことが 最も 適当で あるか を、 いろ/ \ な 面から 

徹底的に 調査 研究す る。 その 結論 は 直ちに 特定の 附属 

機関で 実験に うつす。 実験の 成果に よって、 これ を 国 

民 全体に 普及せ しめる 方法 を 講じます。 必要に応じて 

は 政策と して これ を 取り あげても よし、 義務教育の 面 



前回の 手紙で、 小生が 将来の 日本人の 生活様式の 問 

題に ふれた のに 対し、 たいへん 面白い という あなたの 

お 返事が、 その 問題に ついて すこし 具体的に 小生の 考 

え をき いていた > く 気 をお こさせました。 

実のところ、 われわれ は、 衣食住 を ふくむ 日常生活 

のこと など は、 主婦と 名のつ く 女性に 委せて おけば よ 

い、 という 風に 教えられて 来て います。 



われ 人間と しての 本性に 適った、 真に われわれに 幸福 

を もたらす 生活であった かどう か を 疑う もの は 意外に 

すくない のです。 

さて、 やかましい 議論 はぬ きにして、 ともかく、 従 

来の 日本人の 生活様式 を、 この 際、 根本から 検討して 

みたう えで、 すくなくとも、 衣食住に 関して は、 次の 

三 つ の 原則が 結論と して みちびき 出せる ように 思い ま 

第一 は、 和服 を ある 程度 制限して 用いる こと。 すな 

わち、 婦人 は 部屋着と 特殊な 外出 着 (礼服 を 含む) に 

限り これ を 保存し 得る こと、 男子 は、 部屋着の みとす 



ていません。 あなたに はすぐ におわ かりの こと、 思い 

ますが、 なぜ、 日本人 は、 古今東西に 亘 つて、 粉に は 

ネギ がっき もの だとい うこと、 更に、 粉と 油と はよ く 

うつる という こと を、 うっかり 忘れて しまって いるの 

でしよう か？ ごらんなさい。 

すこし 料理の 心得の ある もので も、 パンのお かず (こ 

の 考え方 を 小生 は 改めたい のです が) にネギ ぬきの 惣 

菜 を こしらえます。 はなはだし いのは、 配給の パンに 

ジャム だけ をつ けて 食事と 称して いるので す。 おかし 

かった の は、 汽車の 弁当に、 手製の パンと タク アンと 

いうの をみ かけました。 



実際、 現在で は、 粉が 手に はいる 割に、 ネギと アブ 

ラ とがと ころに よって は 入手 困難です。 特に ネギ は、 

粉食に はなくて ならぬ ものと いう 古今東西の 習慣 を、 

西洋風の パンと なると、 つい、 一般 家庭で は 問題に し 

ていない ために、 需要供給 ともに 停滞して いる 結果と 

思われます。 粉 を 常食と する 以上、 小生 は、 なにより 

も、 ネギを もっとた くさん 作って 各 家庭へ 出 まわる よ 

うにす ると 同時に、 なんの ァ ブラで もい、 から、 脂肪 

分 をなん とか 工面す る 方法 を 講じたら、 (栄養の 点か 

ら 動物 蛋白が その上い る こと は 別と して) 手の あまり 

か、 らぬ 料理で、 粉食が 活 きて 来る し、 存外、 飽きな 



福 井、 石 川 両県を 襲った 大地震の 報道 は 悲惨 眼 をお 

おわし める ものです が、 あなたの よく おっしゃる 「日 

本の 不幸な 名物」 も、 こうなる とた、 V 「天意」 などと 

言って 諦め きれる ものではありません。 震災地 方に 対 

する 内外の 同情 は、 むろん 苦痛と 悲しみと にと ざされ 

た 人々 の 心に いくぶんの 慰めと はなる でしよう が、 実 

のと ころ、 われわれ がお 互につ ねに 待ち望んで いるの 

は、 かゝる 事態が 発生した 場 あいの 応急の 援護で はな 



答え をした ことがあ りました ね。 それ は、 あなたが、 

「地震、 雷、 火事、 おやじ」 という 日本の ことわざ を ひ 

いて、 小生た ちに、 それが 現在で も 実感と して 通用す 

るか どうか をお たずねに なった のです。 夫君 はさす が 

に 科学者ら しく、 「 - ^ とわ ざ はこと わざに すぎな い さ。 

しかし、 何十 年に一度 か 二度と いうく らいの 地震から 

毎日 顔 をつ き 合せて いるお やじまで を ひとつな ぎに し 

て、 人間の 多少 もてあま している 恐怖 感を 音階 式に、 

語ろ よく 言い放した ところに、 現在で も 面白味 は ある」 

というよ うな 批判的 答弁 をされ たのに 対して、 小生 は、 

まっこうから、 「日本人と して 今でも 実感で それ を感 



た、 V、 最近 各方 面に 問題 を 投げつ、 ある 「学生 スト」 

の 実情が、 結果から みて 将来の 日本に とって 憂慮に た 

えない ことと、 その 本質的 性格が、 単に 学生の ス トラ 

ィキ というよ うな 事件に 限らず、 今日、 ほとんど 全国 

の 青年 グル— プを 支配して いる 一種の 認識の 不足、 つ 

まり、 社会 を 構成す る 団体 間の 機能的な 相違に 関して 

正しい 自覚 を もち 得な いでいる こ と を 想起 さ せる もの 

ですから、 お 互に 子女 を もつ 親と しても、 この 点に 深 

く 注意すべき だと 思い、 ちょっと 小生の 考え を 述べ て 

みたい のです。 

学生 ストの 問題に 関して は、 すでに、 南 原 東大 総長 



な 意味に とりた がります。 それが 合理的で ある 限り、 

自己 偽 マン も、 裏切り も、 日より 見 もない はずです。 

た V、 時と 場 あいに よって、 使い分けに 非常な 勇気 

と 忍耐と がいる ことがあります。 また、 どうかす ると 

一 一 者の いずれ か を 選ばねば ならぬ ジレンマに 陥る こと 

もない と は 限りません。 決断が 物 を 言う ところです。 

自分の 所属す る ある 団体との 訣別が それです。 

この間の 消息 をと くと 胸に 畳んで おかぬ と、 すべて 

の 行動 は、 社会人と しての 常軌 を 脱し、 人間と しての 

信頼 を 失う ことになる わけです。 圧迫 は 常に 正しい も 

のの 上に ありと いう 感傷的 英雄主義 を 警戒して ほしい 
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